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事業計画
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FS検証事項の調整
検証・折衝・
交渉・整備・
制度整備

事業化 (2027年度)
・本格遂行準備・
制度整備（続）

事業本格遂行

 FSで明らかにすべき項
目と担い手・時期の明
確化

 交渉・調整の明確化
 インフラなど周辺環境

の整備（見込み）

 関連事業含むSOWの
明確化

 巻き込む主体と順序の
明確化

 前年度までに様々な
論点や課題をクリアし
た後の真の操業開始

 大分県（空港・行
政）

 民間事業体

 政府・省庁
 業界団体・代表組織

 政府・省庁
 民間

 DCサプライヤーなど民
間

１ 2 3 4

2024年度前半

DC着陸実現に
向けたステップ

ステークホルダー

目指す着地点

2024年度後半
～2027年度

2027年度～
2029年度

2030年度～

大分県へのDream Chaser着陸に向けたステップ
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2027年度事業化に向けたタイムライン
Apr Jul Sept Jan Apr Jul Sept Jan Apr Jul Sept Jan Apr Jul Sept Jan

JFY2026/R08 JFY2027/R09JFY2024/R06 JFY2025/R07

▲ SSC FSフェーズ１

DC-1 初飛行、着陸

内閣府殿による審査基準策定

▲ DCの大分空港への初着陸

▲ 宇宙活動法改定案の上程

現地視察

Task 2 軌道解析

▲ NRI FS
Task 8 着陸後の機体輸送方法の検討

▲ FS結果の航空法・空港法に関する官民サブオービタル協議会への反映開始

▲ 改訂宇宙活動法の国会承認

DCの大分空港着陸への許認可

Other Task*

* Task一覧
Task 1 再突入・着陸の実現性評価
Task 2 軌道解析
Task 3 初期傷害予測数
Task 4 ソニックブーム分析
Task 5 破片落下確率の分析
Task 6 再突入に関して必要となる気象観測の方法
Task 7 周辺住民等への対応事項
Task 8 着陸後の機体輸送方法の検討
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本事業を推進する上での
運用・制度上の課題
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【運用上の課題】
1. DCの空港着陸後の保安距離の範囲設定
 往還機に含まれる燃料・推進剤によって保安距離を設定する必要があり、場合によっては空港外への

立入禁止区域の設定が求められる。
2. DCのハード或いはソフトウェアがITAR該当となった場合のセキュリティ要件の設定
 空港着陸後の機体ハンドリングやハンガー格納中の整備作業等において、米国国務省へのTAAの許

認可が必須となる可能性がある。

【制度上の課題】
再突入許可に関わる審査基準の米国側との調和
 ISS分離後、一旦リエントリーを開始するとDC(無人機)は自動操縦となり、地上から機体との接続が

できなくなるため、ミッションアボートが不可。当該条件下で設定・承認されるFAA審査基準に対して国
内法が過度且つ矛盾した要求となるのを避け、可能な限り調和する基準設定が望ましい。

＝米国側の状況＝※参考
2025年2月にDC100再突入許可に関するlicense applicationがFAAより受理、現在レビュー中。8月頃に承認見込み。ISSへの補給ミッション完了後、
米国カリフォルニア州ヴァンデンバーグ宇宙軍基地に着陸予定。現在、Sierra SpaceはFAAとFlight Safety Analysisに関する協議を継続中。

運用上、制度上の課題



                6

補足資料
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関連法整理

保険・政府補償検討

帰還～地上の管制検討

帰還ルート検討・検証

必要な施設・設備の整理

乗組員関連の業務検討

その他人員向け業務検討

DC100の整備可否検討

環境評価

運用設備（ハード）整備

法制度整備

インフラ整備

対物業務整理

対人業務整理

事業可否を左右す
る必須条件として
の優先検討

将来の検討

DC着陸に向けた考察事項



© KANEMATSU CORPORATION. All Rights Reserved. 8
“Where there’s a will, 
there’s a way”                 8

• Shooting Starカーゴモジュール上
で非与圧ペイロードの設置

• 打ち上げ24時間以内の後期搭載
を含む、与圧ペイロードの設置

• 貨物へのアクセスと共にロケットの
フェアリングのカプセル化

• 必要に応じた電力、コマンド及び
データ利用

• 輸送機の電源オン
• 発射可否判断
• 輸送機の内部電源

• 離陸
• フェアリング分離
• 輸送機分離

• ソーラーアレイ展開
• Dream Chaser主翼展開
• 重要システムチェックアウト

• ミッション実施 • ペイロード展開のためのDream 
Chaserのリブースト

• ディオービットバーンとShooting 
Starの分離

• Dream Chaserの回収と電源オフ
• 与圧ペイロードと即時性が求められる

貨物を着陸数時間以内に回収
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